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Ｉ　はじめに
社会科の目的は社会認識形成を通して市民的資質の
形成を行うことだと言われる
。市民的資質とは，社会
形成上での様々な問題に対して
，合理的な意思決定が
できる力である
。そして，社会認識形成が市民的資質
(公民的資質)の育成をささえる
。合理的意思決定を
するには
，未来予測ができなければいけない。
ところで
，未来予測をし合理的意思決定をする力の
育成の重要性は
，眼前の生徒が確実に21世紀を生き抜
く子たちだという視点に立てば
，より明かとなる。
中学校社会科地理的分野の学習を
，21世紀を生き抜
く生徒たちという視点で考えた場合
，現代社会を射程
に置き
，来たる21世紀社会を見据えた社会科学習を展
開することが重要である。
朝倉隆太郎氏は
，地理教育で考察すべき現代社会の
課題に
，①都市化と都市問題，②環境問題，③人口問
題と資源
・エネルギー，④異質文化の理解，を挙げる
(①pp. 9 -12)
。この４点は，現代社会のみならず，
21世紀社会でも課題となるものであろう
。この４点の
教材開発を図りカリキュラムに明確に位置づけ
，生徒
に問題点を考えさせて現代社会の現状を捉えさせるこ
とが大切である
。また，中野重人氏は21世紀社会を，
①不確実性の社会
，②多価値社会，③情報化社会，④
国際社会
，４点にまとめる(②pp.70－72)。この
ような社会の到来は
，急激に変化する多種多様な社会
事象や価値に対し
，一面的なものの見方や考え方では
すまされない社会の到来を意味する
。つまり，岩田一
彦氏が述べるように
，21世紀の社会では，違った価値
にも寛容で
，様々な立場から思考･判断でき，合理的
に意思決定できる能力が求められる(③p. 41)
。さら
に
，岩田氏は, 1990年度全国社会科教育学会シンポジ
ウム｢21世紀に生きる子どもを育てる社会科教育の在
り方｣で
，今後のモデルなき社会にはプロダクトイノ
'｀゛
－ションが求められ，それには子どもに夢を語らせ
ることが必要であると述べている。 21世紀に生きる子
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どもには独創性や創造性が求められるということである
。
今後の社会科教育では
，未来予測をし合理的意思決
定をする力の啓培をさらに進め
，その上で，独創性や
創造性を啓培することが求められる
。このことと関わっ
て
，平成元年度学習指導要領で，社会の変化に主体的
に対応できる能力を育成し
，自ら学ぶ意欲・能力を育
てることをねらい
，課題学習が登場したといえる。以
下，夢を語るとはどんなことか，そこではどんな知識
が形成されるか
，合理的な意思決定をし夢を語らせる
授業構成はどうなるのか，論じていく。
Ｈ　夢を語らせる授業１　夢を語らせること
小西正雄氏も
，夢を語らせる必要性を述べる。それ
をまとめると次のようである。
（1）社会的にみて有為な価値判断・意思決定をなしう
る公民の育成をめざしたはずの社会科は厂「事実を
教えわからせる
」ことに拘泥しすぎた。
（2）その結果
，以下の４つの副作用をもたらした。
①　教えわからせることが自己目的化し
，「覚える
社会科」の風潮を定着させた。
②「調べる社会科
」・匚追求する社会科」も，わかっ
た事実をどう社会に返すのか展望の場があまりな
かったので
，調べること・追求することが自己目
的化し，知的好奇心が満足するだけの授業に終わ
ることが多かった。
③　事実や現実が重視されすぎ
，意思決定の際に不
可欠な「仮説の設定と吟味
」を学習に組み込みず
ら’い空気が醸成された
。「架空の話など怪しから
ん
」と非難されないかという恐怖である。
④　事実とはなにかを明確にする必要性から
，匚何
が事実か
」をめぐって一部に深刻な意見の対立が
発生し
，一方的な「事実」の押し付けや削除が行
われる危険性が生まれた。
（3）以上の状況を打破するには，子どもたちにもっと
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未来を語らせるような場が必要ではないか。未来を
語らせるためには現在や過去の事実に正対せざるを
えず，「事実を教えわからせる」 ことの重要性を支ヽ
援することにもなる。逆に言えば，事実や現実を理
解することは，現在を生きるための手がかりである
と共に，未来を生きるためにこそ必要なことである。
（4）「架空の話なんて」という非難は，すべて の子ど
現 実 を 直 視 す る （ 事実認識）
く;==⊃
もたちが確実に未来社会を生きていくことを考えれ
ば，必ずしもあたらない。彼らから未来を語る権利
･を奪うべきではない（④ＰＰ．６－７）。
「夢を語る」とは，厂事実を教えわがらせる」ことへ
のアンチテーゼである。「事実」 のみに埋没 せず，未
来を語る際に「事実」を活かすことである。 従って ，
「夢を語る」プロセスを，次のように構想する。
⇒
図１　「夢を語るプロセス」
２。夢を語る授業設計について
伊東亮三氏 は，教師の授業設計の際の教材選択・構
成は，厂見えないもの」から「‾見えるものゴヘ（厂理解
から知識へ））と進めることだと述べる（⑤pp.  34-
43）。これは，生徒に捉えさせたい知識を選択する際，
まず説明的知識・概念的知識を明らかにしてから記述
的知識・分析的知識へと進むことであるＯ
筆者は，夢を語る授業の授業設計に際し，夢を見 る
とか将来のビジョンを語ると言った意味で新たに「見
るもの」を追加提案する。夢を見るとか将来 のビジョ
ンを語るとかは，従来の知識の分類では入り切れない
と考えるからである。それが「見るもの」であり，予
見的知識と名づける。予見的知識とは，規範的知識を
受けて，厂A, A' すべきである。 だから○○○した
い。」といった主観的・主体的な知識である。
中森鎮雄氏は，変化の激しい今後の社会を生き抜 く
知恵として，予見力が必要だと説く。（⑥）氏 の予見
力と筆者の予見的知識とは多 くの部分でオーバーラッ
プする。氏の予見力をまとめると次のようになる。
データーはきちんと読みこなせなくて はいけない。
そのうえでなお，数字や統計に出てこない非定量 デー
ターを取り込んでいく視野の広さが必要である。なぜ
＜見るもの＞
予見的知識Ａ一規範的知識A
予見的知識Ｂ一規範的知識B
予見的知識Ｃ一規範的知識C
＜見えな 廴
未 来 を 展 望 す る
く:＝ コ
ふ
価 値 判 断 す る
なら，データーというのは過去を説明することしかで
きないが，人間は過去の延長線上のみに生きよ
うとはしない。むしろ，過去を脱ぎ捨てていく。つま
り，データーを脱ぎ捨てる。データーと結論の間には
深い谷が横たわっているから，決断は常に未知への跳
躍となる。予見力とは，このデータと結論に架ける橋
である。（⑥ｐｐ、29-31) 。
氏の予見力は，事実を正しく踏まえて未知への跳躍
をする主観的な部分を包み込んだ客観的・主体的な力
である。これを知識の段階で育 成しようとしたのが，
筆者の考える予見的知識である。
予見的知識の形成を図る授業 は，従来の教材選択・
構成過程や授業過程構成では形成できない。 従って，
厂見えないもの」から「見えるもの」 と言 う伊東氏 の
提案される教材選択・構成過程の前段階に「見るもの」
を追加し，「見るもの」から「見えないもの」 へ,そし
て「見えるもの」へという教材選択・構成過程を考え
ている。以上の教材選択・構成過程及び授業過程構成
のモデルは，次のようになる。
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図 ２　 教 材 選 択 ・ 構 成 過 程 モ デ ル
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図３　授業過程構成モデル
Ⅲ　現代日本の地域構造に基づき予見的知識の育成を
図る地理授業構成
－「ぼくらの国土計画サミット」の授業構成より－
１　小単元「ぼくらの国土計画サミット」について
「ぼくらの国土計画サミット」は，「日本とその諸地
域」学習の既習成果を総合し，日本の全体像を構想さ
せる（日本の現状を考えさせる）。 そして，合理的意
思決定をさせながら10年後のあるべき日本像（21世紀
の日本像）をプランニングさせる。従って，学習のま
とめとして年間指導計画の最後に位置づく。本小単元
までの既習事項が現実を直視す る過程に当たるので，
「日本とその諸地域」の学習は，現代日本の地域構造
を踏まえたものにならなければならない（⑦）。
平成元年度学習指導要領では，従来の学習指導要領
②現代日本の国土の現状
⑤現代日本の国土の課題
＜見る もの ＞
一 予見的知識Ａ
的知識B 一予見的知識Ｂ
一 予見的知 識Ｃ
の大項目「世界の中の日本」にあった中項目「国土の
利用と保全」がないＯ これは21世紀を生きる子どもた
ちを考えると問題が残る。今日，環境や資源の問題が
世界的規模で深刻化している。従って，今後も日本で
１億２千万人もの人々が生活していくためには，いま
一度国土条件の活かし方を考え直す必要がある。この
ことを認識させるのは今後の社会科教育の任務である。
その意味では，日本の現状を考えさせた上で，合理的
意思決定をさせながら10年後のあるべき日本像（21世
紀の日本像）のプランニングをさせるF ‾ぼくらの国土
計画サミット」 は，意義あることである。
２ 「ぼくらの国土計画サミット」の授業内容の構造
（1） 国土計画の構造（⑧）
③21世紀社会からの予想される要請
④2↓世紀 のあるべき日本の国土像
⑦現代 日本 の国土 の課題への対策 立案
⑥既存の国土計画の検討
①国土計 画の任務と課題
図４ 国土計画の構造
（2）「ぼくらの国土計画サミット」の知識の構造－
（番号は国土計画の構造に対応している。）（⑨）
①｜　国土計画は，匚基本的な考えを常 に国土の均衡
ある発展にお 軋 当面する地域課題と新たな時代
への対応を図りつつ望ましい国土を築く」（ ⑩ｐ.
16）ことである。
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11　国土計画は，「安全で美しい国土を21 世紀に引
き継ぐことが，基本的課題である。」（⑩p. 28)
②　 〈概念的知識・説明的知識〉
１　現代日本の地域構造を規定するのは都市の力
（中枢管理機能）である。
||　首都東京への一極集中は，現代日本の地域構造
に様々な歪みをもたらしている。
Ⅲ　人は地域の条件を比較し，有利性の高いものを
選択する。（⑩）
②の記述的知識・分析的知識については省略する。
③　 〈記述的知識・分析的知識〉
｜ 「技術革新・情報化の進展や急速な産業構造の
変化」（⑩p.  16) への対応が要請される。
II　r高齢化が進展し，比較的安定した人工すう勢
の下で，国民生活の質的向上と安全性への志向が
強まる」（⑩p.16 ）ことへの対応が要請される。
Ⅲ 「あらゆる側面で世界との結び付きが深まり，
わが国が本格的に国際化する」（⑩p.  16) ことへ
の対応が要請される。
IV　 過疎化と高齢化の進行による山村の崩壊と国土
保全の危機からの脱却が要請される。
ｖ　 環境の人工改変による災害の多発からの回避が
要請される。
VI　世界的な人口の増加に伴う食糧危機の危険性に
対する対応が要請される。
④　 〈規範的知識〉
21世紀のあるべき日本の国土像 は，「安全でう
るおいのある国土の上に，特色ある機能を有する
多くの極が成立し，特定の地域への人口や経済機
能，行政機能等諸機能の過度の集中がなく，地域
間，国際間で相互に補完，触発しあいながら交流
している多極分散型の国土」（⑩p.28 ）である。
⑤　〈規範的知識〉
｜　過疎・過密が問題となっているので，人口減少
地域の活性化を図った国土の形成をすべきである。
||　東京一極集中が現代日本の地域構造に歪みをも
たらしているので，東京一極集中の改善を図 った
国土の形成をすべきである。
Ⅲ　都市問題が顕著になり，今後は生活のゆとり が
求められるので，都市におけるアメニティの確保
を図った国土の形成をすべきである。
IV　国際化（産業の空洞化，国際交流等々）のより
進展が予想されるので，国際化への適切な対応を
図った国土の形成をすべきである。
ｖ　環境問題の深刻化が懸念されるので，何が真の
豊かさなのかを真剣に検討した適切な対応で，安
定したうるおいのある国土の形成をすべきである。
VI　世界的な人口の増加に伴う食糧危機の危険性の
増大が予想されるので，生産性と安全保障性 のバ
ランスを取りつつ，国内での食料生産自立を図っ
た国土の形成をすべきである。
VII　高齢化が進展し，比較的安定した人口すう勢 の
下で，国民生活め質的向上が もとめられるので，
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生活の質の向上（ゆとりある生活）を図った国土
の形成をすべきである。
⑥〈分析的知識〉
｜　全総は地域格差を是正し，均衡ある発展を図 る
為，新産業都市や工業都市整備特別地域の整備と
いう拠点開発方式を取った。
||　全総後の高度経済成長によって，過疎・過密問
題の拡大等が起き，全総は十分な効果をあげられ
なかった。
Ⅲ　高度経済成長を前提とし，国土の効率的利用を
図り，過疎過密を解決していこうとした新全総は，
交通通信ネットワークの整備や大型プロジェクト
計画を戦略にした。
IV　 昭和48 年の石油ショック，国土 の効率的利用を
図ろうとするあまりの公害問題の顕在化などによ
り，新全総 は十分な効果をあげられなかった。
Ｖ　三全総 は人間居住の総合的環境の整備をめざし
た定住圏構想を打ち出し，「地方 の時代」 を推進
しようとした。
⑦　 〈予見的知識〉
｜　東京への一極集中の改善や人口減少地域の活性
化をすべきである。それには地域の特性・資源を
活かした産業の振興を図りたい。(1.  5 次産業の
振興，レジャー・リゾート地域の振興・整備等々）
||　東京への一極集中の改善をすべきだから，中枢
機能や国際都市機能の多極分散を図りたい。
Ⅲ　都市のアメニティの確保を図るべきだから，住
宅環境の改善，下水道 の普及，都市公園 の充実，
生涯教育施設の充実等々を図りたい。
IV　国際化への適切な対応を図るべきだから，国際
会議場やコンベンション機能, 外国人向けの研修・
宿泊施設の充実を図りたい。
Ｖ　何か真の豊かさなのかを真剣に検討した適切な
対応による安定したうるおいのある国土の形成を
すべきだから，国民参加 の環境保全の推進を図り
たい。
VI　生産性と安全保障性のバランスを取りつつ，国
内での食料生産自立を図るべきだから，人口減少
地域の活性化を図るためにも，地域の特性に応じ
た農業生産の展開を図りたい。
VII　生産性と安全哇の保障性のバランスを取りつつ，
国内での食料生産自立を図るべきだから，栽培漁
業の推進を図りたい。
Ⅵ||　生産性と安全保障性のバランスを取りつつ，国
内での食料生産自立を図るべきである。また，技
術革新・情報化の進展が予想されるから，高鮮度
流通システムの確立，バイオテクノロジーや エレ
クトロニックス等の活用による新品種・新規加工
品等の開発・普及を図りたい。
３．「ぼくらの国土開発サミット」 の授業までに習得
させる知識と「教材の二重構造化」
概念探求型社会科のねらいは，説明力の大きい知識
の形成を図ることであった。したがって，概念探求型
社会科は，社会認識形成を通して市民的資質の形成を
行う社会科の目的と合致する。 そこで，本研究で は，
概念探求型社会科に「‾教材の二重構造化」を組み込み，
授業構成を図る。 それは，「教材 の二重構造化」 は，
概念的知識の形成まで図り合理的意思決定をさせるこ
とを可能とすると考えられているからである。（⑩）
厂教材の二重構造化」 は，目賀田八郎氏等の社会科
勉強会が提唱するもの（⑩）をアレンジした。
（1） 学習内容・学習の仕方の類似した小単元を２～
３セットにし，意図的に組み合わせる。
（2） 前小単元 は，資料の読み取りや記述的・分析的
知識及び説明的知識の習得が中心となる。後 の小
単元 は前小単元での学びを応用し，概念的知識を
習得する。さらに，概念的知識をもとに合理的な
意思決定をする学習が中心となる。
（3） 教材は教える教材（具体的で単純）と育てる教
材（典型的で価値判断を伴い複雑）に分け，二重
に教材を構成する。
（4） 前小単元は教師主導的単元で効率よく学習し，
後の小単元で生徒の主体的な学習の場を保障する。
つまり，学習過程を二重に構成するＯ
（5） 教材の中核に「その地域に生きる人々の姿」を
すえる。
「教材の二重構造化」を「夢を語る授業」 と関わら
せてみる。前小単元（教える教材）は，事実を直視す
ることに当たる。後の小単元（育てる教材） は，価値
判断し，プランニングし，提案することに当たる。　こ
のように，「教材 の二重構造化」 は「夢を語る授業」
に，きわめて適合する教授方略である。
また，「教材の二重構造化」 は，岩田一彦氏が提唱
する概念探求型社会科の基本的学習過程（Ｉ導入⇒II
学習問題の発見・把握⇒Ⅲ仮説（予想）の提示⇒Ⅳ関
連資料の収集・検討⇒Ｖ関係考察・検証⇒Ⅵまとめ 一
応用⑩ ｐ。56）の「Ⅵまとめ 一応用」段階の改革であ
る。つまり，前小単元がＩ～Ⅵまとめに当たり，後 の
小単元がⅥ応用に当たる。また，後の小単元だけ見れ
ばＩ～Ⅵまとめ・応用までの過程をとる。
本小単元の授業展開までに，次の知識を習得させる。
第一に，11 2の（2）の②である。 第二に，「世界とそ
の諸地域」で，次のような概念的知識を習得する。
地球上では人口増加が激しく，深刻な食料問題が起
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きる恐れがある。また，森林破壊，酸性雨，地 球の温
暖化等々，地球的規模で考えなければならない問題 が
山積する。今後，世界の総ての諸国は，協力しあって
地球的規模の問題に対処して行かなけ ればならない。
そして，本小単元の授業展開までに習得させた説明的
知識・概念的知識を活用して，II の２の③，④，⑤，
⑥，⑦の知識習得を図る。
また，本小単元の展開まで，各地域（大単元） ごと
に（ＯＤこ）地域とはどんな地域か」と言ったまとめで，
各地域の特色と問題点を地図に書き込みをさせる。書
き込みされた地図が本小単元での重要な資料となる。
このように，本小単元の授業 までの学習で習得した
知識や学習成果を活用して，生徒なりに21世紀の日本
の国土計画を立案させ，新たな知識習得を目指す「教
材の二重構造化」 の学習過程を取る。そして，学習 は
オープンエンドで終わるよう設計されている。
４　単元 の目標
現代日本の全体像とその問題点を捉えさせて，生徒
にできるだけ合理的に21世紀の国土計画を立案させる。
５　単元 の構成（７時間）
（1）「日本の全体像とその問題点」　　　 （１時間）
（2）「21世紀の日本の国土計画における問題点」
（１時間）
（3） 厂ぼくらの国土計画サミット」　　　 （５時間）
① 「報告書『ぼくらの国土計画（試案）』作成」
（２時間）
②　匚報告書『ぼくらの国土計画（試案）」の発表と
質疑」　　　　　　　　　　　　　　(1.5 時間）
③ 「グループ会議一一サミットの作戦作り｀」
（0.5時間）
④　厂サミット（グループ長会議）」　　 （１時間）
⑤「報告書「ぼくらの国土計画（立案）』作成」（課
外）
６　授業展開（○主開発・主指示、○副次的発問・副次的指示）
発1涓・指示 資料
1したことから、日本はどんな国と
か。手元にあるまとめの地図から
1,丶。
どのような問題点がありましたか
1題点を引き起こしている犯人は何
賢料(I) 前時までの
学習の成果が書き込
まれているまとめの
地図
資料(I)
だヽと思いますか、どうですか。
本の国L 計画をしてもらいます。
して、今までどのような国士亅t画
1べてみなさい。
どんな目的で、どんな事に気をつ
:てればよいだろう。
本はどんな箏が求められ、どんな
r蜀十計画上jlSIとなりそうですか
資料②　先進諸同の
生活ぶりと日本の生
活ぶりとを比較でき
る表、グラフ、写真
、文章賢料
資料③　全総新全総
・三全総の特色をま
とめた表と図・
資料④　21世紀の日
本で、問題になりそ
うな事が予想できる
表、図、文章資料
i間＞
R10 乍後。2哽 紀涵 本・国十
らいます。前の時間で出た日本の
問題点毎にグループを作ります。
.い課題を選びなさい。グループが
勹レー プごとにグループ&  (OOO
ｔめてもらいます。
－ プごとに偲告書を作成してもら
s耆には次の５点を必ず人れなさい
本の国上の様子、2.  21 世紀には
j題となるか、3.  21 世紀のあるべ
二
の様凡4.21 世紀のあるべき凵
吁 から見た現在の日本の国土の問
の対策です。報告書は多くても、
に゛まとめなさい。
賢料⑤　生徒が21皀
紀の日本の囚上の問
題点への対策を考え
る際に、示唆を与え
てくれそうな図、表
、文啄資料
７時川）
･－プごとに報占i!1の兇表をしても
1表時川は１グル プー10分です。他
）発表の畤は、気がついたこと等を
・しなさい。
に゛質問・意見はありませんか。
ご´とに、サミットでグループの意
に文ヽ陳を立てなさい。
ット（グループ長会議）をします －
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桁導 上の留意点
●こ こで、 今までの学習の まとめをさ せ、
日本 の全体像をつか ませたい。
●ここで、今 までの学習を 活かし、日 本の
地域問閣の まとめを する。
●日本が 雙かだという考えが多 いと予 想さ
れる。 そこで、日 本が豊かだと言う考え に
傾いたとき、賢料②を提示する。 日本が 豊
かだとならず、一概に豊かだとは言え ない
となれば、おさえとして提示する。
＠国 土計画を自分たちで立案す る際、どの
ような事に気をつけていけばよいかをつか
ませるよう に指導・助言する。
●「 世界とその堵地域」で 習得した概念的
知識を活かす。
、 表
●グループは環境保護グループ （環境庁）
・ 食料 危機 グループ （農林省）・ 都市問題
グループ（ 鯉設省）・国 際化グループ（外
務省）・ ゆとりグル ープ （厚生省）・一 極
災中問閣 グル ープ （通産省）とし、１ グル
ープ当 たり６人朽び犹とする。以後 課題別 グ
ループ学習をさせる。
●報告書に必ず人れ る５点 の内容 は汳箝し
て示 す。
●課題 別グループ学習中は、机問巡視をし
て、 桁導・助 言をする。
・ 資料は生徒が自山にもって 行け るよう 複
数のバッヶ－ ジにしておく。
●時間内に 報告丹の作成がで きない グルー
プ は課外に まとめさせる。
●グループごとの側告耆はあ らか じめ提出
させ、敦師が クラスの人数分印刷してお く
●グループ毎の発表で、グループ問で矛 盾
が出て くると思われる。矛 盾は次のサミッ
トで 話し合う。　　
（
●サミットの話し合いが活発になるよう に
、目 分たちの 考え 方の矛盾点の対 策と他の
グループの矛盾点の洗い山しをさ せ、 各グ
ループごとにサ ミットのシナリオ作りをさ
せる。
●サミット中 他の グループａ も自巾に発３
卜 、
ｎ lh 言
し、大臣に発菖を求 めることができる。
●矛盾点を サミットで話し 合うなかでく 討
論を通して の合理的 恵志決定をす る。
● 報告簡の修正を 通して、 合理的意志決定
をさ せる。
●報告書の完成は課外で、グルｔ プごと に
まとめさ せる。
●完成した各グループの報告書は クラ ス人
数分印刷合本し、生徒に配る。‘
＜第１時間＞
＠今まで学 習
言えるだろう
考えてみなさい
○各地域では
○各地域の問
でしょうか。
〈 第２時間＞
○日本は豐か
021 世紀の日 上
まず、見本と
があったか調
○国土計画は
けて計画を 立
c21  tS紀の日
ことが 日本の lｓI
〈 第３・４時
6 箝 、辰 氛10 2 ほ ４ 。
計画を して も
国 上計画上の
ｎ 分のやりた
で きたら、グル &  (OOO
省大臣）を決
○で は、 グルー 報
います。報 告i!1 入
１．現 在の日 .
どん な事が問 .
き日 本の国上 子、4.21 鬯 l」
本の国土の様 子
題点と ５．そ
Ｍで ２收ほど
く第５・６・
○では、グルー 吉舎 発
らい ます。発 畤問
のグループの兇 表のIsは、気がついたこと等を
ノートにメ モ
○ａ グループ
○ 各グループ
見が通るよう
○ 今か らサミ
○サ ミット（グループ艮 会議）の結果を グルー
プに持 ち帰り、報告書の修正をし、ＯＯ 日まで
に完成させなさい。
の学習指導細案時）卜（第７ミッ７ サ
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他の問題点のサミットの学習指導過程は省略する。
IV　 終わりに
本稿では，目の前の生徒が確実に21世紀を生き抜 く
子だという視点から，中学校社会科地理的分野の学習
を検討してきた。その結果次のことが明らかとなった。
第１に，21世紀社会を視座にに入れて社会科教育を
考えた場合，合理的意思決定能力と創造性･ 独創性を
培う必要が明らかとなった。
第２に，厂夢を語る」には，従来の知 識の分類 には
入り切らない知識の形成が必要となる。その知識を予
見的知識として提案した。予見的知識形成までの教材
選択・授業モデルと授業過程を提示した。
第３に，予見的知識形成を図る授業 は，プランニン
グし，提案する場が独創性・創造性の啓培の場となる。
生徒個々の発想が認められ，学習は主体的になる。学
習が主体的になる内に，既習事項（日本と世界の現実
の姿）を スタンディングポイントに，未来を語らなけ
ればいけなくなる。それがどれだけできるかが，自分
（たち） のプランがどれだけ承認されるかにかかって
いる。ここに，合理的な意思決定能力を培う場がある。
第４ 匚教材の二重構造化」は，前 冲ヽ単元で事実を直
視し，後の小単元で価値判断・プランニング・提案す
るように予見的知識形成を図る授業過程と対応するも
のとなっている。今後は，実践をとおして，本研究を
より確かなものにしていくことが課題である。
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